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はじめに

農業環境技術研究所の前身である農業技術研究所では 1957年以来,主要国産農作物である

米と小麦およびこれらを生産する土壌の 90srと B7csを
調査 。研究 してきた。これらの核種は

,

人工的に引き起こされる核分裂による生成物で,原水爆実験や核関連施設における事故の際に

大気中に放出される。
90Srは 29年の長い物理的半減期を持ち,Caと 化学的性質が類似 してい

ることから,骨 に集積する性質があり,人体への影響が大きい β線放出核種である。
B7csの

物

理的半減期 も30年 と長 く,β 線の他にγ線 も放出する。
90Srお

よび
87csは

,農作物への影響が

懸念 され,環境放射能上の最重要核種 といってよい。

食品や環境中の
90Srお

よび
博7csの

分析は各都道府県でも行われ,現在文部科学省のホーム

ページ (http:〃search.kankyo― hoshanoogojp/servleysearchotop)上 でも公開されているが,偏 りのな

い代表値を得るとの観点から,で きるだけランダムに試料を採取することが重視 されている。

農業環境技術研究所 (1983年以前は農業技術研究所)で分析 された試料は,こ れとは異なり,

年次変動を正確に把握するために観測地点を固定 している。また,土壌 とそこに生育する作物

の対応がはっきりしてお り,放射性核種の土壌から作物への移行や土壌内での動態を解析でき

る点に特徴がある。

データの内容

都府県および国立の農業試験研究機関から送付を受けた米 (白 米,玄米),小麦 (玄麦)お

表 1 主要穀類および農耕地土壌の 90Srと B7cs分
析データ集の目次

目次

表 1 白米中の
90Sr含

量 表10水 田作土中の
9°
Sr含量 (Bq/kg)

表2 白米中の
137cs含

量 表11水 田作土中の
90Sr含

量 (MBq/km2)

表3 玄米中の
90Sr含

量 表 12水 田作土中の
137cs含

量 (BO/kg)

表4 玄米中の
137cs含

量 表13水 田作土中の
137cs含

量 (MBq/km2)

表5 玄麦中の
90Sr含

量 表14畑作土の理化学性

表6 玄麦中の
137cs含

量 表15畑作土中の置換態
90Sr含

量 (Bq/kg)

表7 小麦粉中の
9°
Sr含量 表16畑作土中の

90Sr含
量 (MBq/km2)

表8 小麦粉中の
137cs含

量 表17畑作土中の置換態
137cs含

量 (Bq/kJ

表9 水田作土の理化学性 表 18畑 作土中の
137cs含

量 (MBO/km2)
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よびこれら作物が生育 した水田,畑の作土についての 90Srと B7csに
関する各地点の 1959年か

ら 2001年 までの年度別データを表計算ソフ トに入力 した。目次を表 1に 示 した。表毎に 1つ

のデータシー トにまとめて整理 している。個々のデータは表計算ソフトのセル単位で納めてい

るので,データの切 り張 りがしやす く,加工が容易である。データの出力例を図 1に 示 した。

これら分析に供 した試料の大部分は現在でも保存 してある。

表1 白米中の9°
Sr含 量

都道府県 採取地 (昭 和 34年 ) (昭 和 35年 ) (昭 和 36年 ) (昭 和 37年 ) (昭 和38年 ) (昭 和 39年 ) (昭 和 40年 ) (昭 和41年 ) (昭 和 42年 ) (昭 和 43年 ) (昭 和 44年 )

則定 個 誤 差 則定 僣

北  海  道 札 幌

秋 秋 田

新 高 田

金 沢

野々市

鳥 取

盛 岡

仙 台

茨 城

埼 鴻 巣

甲府

津

大 羽 曳 野

岡 山

山 陽 町

筑紫野

試料数

範 囲
最高値

最低値

全 国 平 均

日本海側 :1

太平洋側 :0

表13 水田作土中の
137cs含

量(MBq/km2)

日本海側 :1

太平洋側 :0

図 1 主要穀類および農耕地土壌の
90Srと 日7cs分

析データの例

都道府県 採取地

1995年

(平成7年 )

1996年

(平 成8年 ) (平成9年 ) (平 成 10年 )

年

(平成 11年 )

年 20004F

(平成 12年 )

全 置換態
13ノ

c( 全
137cs

全 '°

′Cs 置換態
137cs

全
137cs

全
1

北 海 道 札 幌

秋 田

雄和町

秋 大曲

新 上越

石 金沢

鳥 取 鳥取

手 盛岡

名取

茨 水戸

つくば

東 京 立 川

梨 双葉町

大 羽曳野

山 山陽町

岡 筑紫野

試料数

範囲
最高値

最低値

全国平均
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データの解析例

これらのデータを用いて,環境放射能の経年的変化,90Srと
B7csの

蓄積状況の相違,土壌か

ら作物への移行係数の算出,置換態分析値 と全分析値の関連等々の多 くの解析が可能である。

図 2に 玄麦中の
90Srと B7cs含

量の経年推移を示すグラフを一例 として記 した。1950年代から

1960年代初めにかけてアメリカや旧ソ連などが競 って核実験を行った結果を反映 して玄麦中

の
90Srと 郎7csの

放射能濃度は 1963年 に最大値を示 している。その後は中国やフランスによる

大気圏核実験の影響で,い くつかのピークを持ちながらも漸次減少 し、チェルノブイリ事故で

特に・
7cs濃

度が一時的に上昇 したことが読みとれる。
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図 2 玄麦中の
90Srと B7cs含

量の経年推移

利用法

代表的解析例 も含めて利用できるようにデータベース化を計画 している。農業環境技術研究

所のホームページ(http:〃 ss.niaes.affrc.gojp)か らの利用 も念頭におきつつ,公開の準備を進めて

いる段階である。

問合せ先

環境化学分析センター 放射性同位体分析研究室 木方展治

電話 :029-838-8433,E―mail:kihou@niaes.affrc.gojp
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